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ソ バ （Fagopvrun ヱ escufontum 　Moench）に おける新 たな育種 の 方 向として 、 EhOinotropicufpとの 種

問 交雑 により、自殖 の 性 質 を導 入 した取 組 が行 われ は じめ て い る 。 ソバ の 白殖 化 により、育種 に お

ける形 質 の 固定 が容 易になるほか 、 受精
・
結 実 の 安定性や 、そ れ に伴う多収性 に期待 が 寄せ られ

て い るもの の 、十 分 な検 討は進 んで い ない 。そこで 、育成途 上 にある 自殖 性 ソバ の 夏型 系 統を奉播

種 したときの 農 業 形 質の 特性 、特 に種子 収 量性 に っ い て他殖性 品 種 と比 較し、自殖性ソバ の 可能

性 を検討した 。

試 験 はカナダで 育成され た 自殖性 系統 を使 用 し、対照 となる他殖性 品 種として 、カナ ダお よび H

本の ソバ を用 い
、
2006 年お よび 2007 年 に筑波大 学農 林技術セ ン タ

ー内 実験 圃場 で 実施 した。供

試 自殖 性 系統 は 2006 乍 が 6 系統 、2007 年が 14 系統で 、対 照 品種としてカナ ダで育成された

Mancan 、
　Koma お よび 口本で 育成 されたキタワセ ソバ を両年供試し、2006 年 は こ の ほか カナ ダで 育

成された Manisoba 、　Manor 、　G − 1915、Koban、　Koto 、口本で 育成された、しな の 夏そ ば、キタユ キ、

北 海 3 号、 牡 丹そ ば 、 階上 早 生 を供試 した 。 2006年 は 5 丿115R に 、 2007 年 は 5 月 22 日に畝 輻

30cm 、株 間 2〜4cm で条播種 した．
J

い ずれ の 年も、1区 は畦 長 2m 、6 畦 とし、3．6m2／区の 試 験 区を 3

反 復の 乱塊法で 配 置した。収穫期 に各 区 10 個体 の 形態を調 査するとともに 、試験 区 中央 の 4 畦

× 100cm の 収量 を調査 した。

両年とも出芽時 に ハ ス モ ン ヨ トウによる食害で 立 毛数 が減 少 した 。そ の 後 の 生 育 は順 調 に経過 し

た が 、開花揃 い 以 降成 熟前 10 日頃 まで 、断続的な降雨 に より倒伏 した ．
J 生育 は 2006 年 に比 べ

2007 年で は 開花まで の 進 行が早 く、
一丿f、開花 ・成熟期 間は 長く、生育 口数が長か っ た（表 1）。し

か し 、 生殖 様式 問で 生 育相 に差 はみ られ なか っ た 。 自殖性 系 統は 他 殖性 品種 に比 べ 草丈 、主 茎

長 が短 か っ た（表 2＞。年次間で は t 茎 節数 、二 次分枝数 、総分枝数 、主 茎 離散花房数 、分 枝花房

数 、主茎 花房数 お よび 総花房数 に差がみ られ た が 、 草丈 、茎 長を除き 、 生 殖様式 間で は 差が み ら

れなか っ た。収 量形 質で は 茎 重 、茎 葉重 、種 r一重 、地 上 部重 、千粒重 お よび収穫指数で 年次間

の 差が みられ た（表 3）。他殖性品 種に比 べ 自殖性系 統 の 収穫指数 が低か っ た が 、そ れ 以外 の 収 量

形 質で は 生 殖様 式 間 で差 は み られ なか っ た ． 自殖性 系 統 の 収 穫 指数が低か っ た の は 、相対 的 に

種子 収量 が他殖性 品 種に 比 べ て低 い ことに 起 因して い た 。

2006 年 に比 べ 2007 年で は 生 育 日数 が 10 日程度長か っ た（表 1）。 両年とも生 育 日数が 長い ほ ど

結実 日数が長 くなる傾 向が認 められた（図 1）。 また、2007 年 は fk 育 日数 と地 上部 全 乾 物 重 との 間

に極 めて 高 い 正 の 相 関 関係 が認 められ （図 2）、生 育 日数 と種 子 収 量 との 問 には 両 年 とも弱 い IE の

相 関 関係 が認 め られた （図 3）。その 結 果 、地 h部乾 物 重 と種子 収 量 との 間に は 両年 とも 1％以 下 の

極 め て 高 い 正 の 相 関 関係 が 認 め られた。また、他殖 性 品種 、自殖 性 系 統 の い ずれも、地 L部 乾物

重 と種子 収量 との 間には 高 い 正 の 相 関関係 が認 められた（図 4）。 種 子収 量 の 平均 値は 両 年とも他

殖 性 品種 に 比 べ 自殖 性 系 統 で低 か っ たが、生育 口数 ・結 実 口数 の 長 か っ た 2007 年 は供 試数 14

自殖性 系統 中 4系 統で 地 上 部全 乾 物 重 が極 め て 大きく、その 結果 、こ の 4 系統 は他殖性品種 の 最

高収 量 224g ／m2 を凌ぐ収 量 を示 し、最 高収 量 は 280g／m2 に達した 、、

　本試 験 の 結果 、自殖 性 系統 が必 ずしも多収 で はなか っ たが、旺 盛 な生 育 に基 づ く自殖 性 の 多収

品種 が育成 で きる可 能 性 が認 め られ た 。 今 後 はより選 抜の 進 ん だ系 統 を供 試 して、多様 な環境 下

で の 収 量 性 や年次 問で収 量 の 安定性 を検 討する必 要 がある。
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表1 生 育相 （平均 値 ±標 準 誤．差）

年　 生殖様式 出．芽期 開花始期 開花期 開花揃 開花最盛期　　結実 日数（凵）　 生 育 凵数（目〉

2006　 他殖 　　6．8 ± 0．227 ．4 ± 0、⊥ 30．5

2006　　　白殖　　　　5．9　→　0．2　27．2　±　0．2　　30．1
2007 　　　他歹直　　　6．3　± 　0，0　　26，0　± 　0，2　　28．⊥

2007　　　匚1殖　　　　7，2　、．L　O．1　26，8　±　0．1　30、0

± 0．2

上 0．／
± Q．3

± 0、3

33．⊥　 ± 　0．5　　　50．7　 ± 　1．1　　　42．8　 ± 　0．・1

3L7 　± 　O，2　　・16．4　ユ：　0，9　　43．7　± 　0．2

29．4　 ± 　0．4　　65．5　 1．1−　0．6　　51．1　 ＝ 　0．2

31．9　± 　O．4　　65、6　± 　0．8　　51．1　 ＝ 　0．4

70．2　 ± 　0．4

70，8　± 　0，2

79．2　 ：L　O．1

81．1　± 　0．3

注 ）播種期は 2006年5月　15　H　Sjよび 2〔〕07年 5月 220 。生 育相は播種：後 口数を示 す。

爽2 形 態 （平均値 ＋標準誤差）

年
．　 生殖様 式

丈

耐

草
¢

　 　 　 　 　 卞 茎節数
初花節位
　 　 　 　 　 　 （節 ） 一

次

分枝数〔本）

　 二 次 合言1． 主草

花房数〔個）

　 分枝 個体

2006　　f也麺：　　II4．8　＝　2．斗　　朽、1　＝　〔〕、1　　9．9　 ＋ 　o．3
2006 　　　自殖　　　］01．3　　＋ 　　3．0　　5．4　　± 　　0．1　　10．L　⊥ 　　O．3
2007　 他 殖　 117、1　 ± 6．6　 5．3　± 〔1．［ ll．7 ＋ O、・／
2C｝〔｝7　　　自殖　　　101．O　　上 　2．了　　5．・1　± 　　0．0　11．2　土 　　Oユ

・1、1　 −

4，5　 ⊥

3．9　 ±

4，1　 土

1221000D6、1　 ＝ 　　0．2　10，Z　 ＝ 　　0．3
6．5　　±　　O．2　 ［1．O　 ±　　〔｝．4
S，7　 ±　　0．5　 12，6　 ⊥　　0．8
討、9　　± 　　〔〕．2　［3、1　 士 　　〔〕．3

上1．9　⊥ 　　G．3　112．B　± 　　7『3
12．1］　一　　〔〕，・L　 89、8　−　3．Lt
13　　　　　　o　4　14］．8　マ　 　 　 　 　 　 　 　 　 9　　
12．， ：

。．1 、4、．， ＝ 2．，

／24．8　工 　了．4
1〔）2，1　 ±　3．〔｝
155．Ei　十 　8．6
162，3　⊥　　2．9

表3 収量 （平均値 ± 標準誤差）

年　　生 殖様式　、茎重 （9／mz ）　 種 子 重（9／．

2
）　 全重（9／m2 ） 千粒重（gAoo 。粒）立 毛 数（本〆m2 ） 収穫指数

2006200620072007殖

殖

殖

殖

他

自

他

自

339　＝ 　21

304 ± 15

425 ± 20

421 ± 21

148 ± 9

⊥16 ± 　10

216 ± 7

195 ± 14

629578786788±　34

±．19

± 23

±　39

34．5　± 　@⊥，1　　64，8　　 ±　4，9　　0．239　 ±　0．D1

33．4　 ±　0．6　　98．8 　 ±　6．3　　0．202　 ±　0．01

29，8　 ＝　0，9　　63，0 　 ±　6．8　　0．276　 ±　0．00

32．了　 ±　0，6　　45．4 　±　1，8　　0．246　±　0．01

注）収穫指 数は種子 重と屑．実重 の和を全 重 で除した 値
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図 3 生 育 口 数 と 種 子 収 量 と の 関 係
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